
　

4
月
27
日
み
ど
り
の
式
典
に
て
、
天
皇
皇
后
両
陛
下
ご

臨
席
の
も
と
、
内
閣
総
理
大
臣
よ
り
、
み
ど
り
の
学
術
賞

を
拝
受
し
ま
し
た
。
内
閣
府
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
よ
る
と
、

「“
み
ど
り
の
学
術
賞
”は
、
国
内
に
お
い
て
植
物
、
森
林
、

緑
地
、
造
園
、
自
然
保
護
等
に
係
る
研
究
、
技
術
の
開

発
そ
の
他“
み
ど
り
”に
関
す
る
学
術
上
の
顕
著
な
功
績
の

あ
っ
た
個
人
に
内
閣
総
理
大
臣
が
授
与
す
る
も
の
で
す
。」

と
あ
り
ま
す
。
と
て
も
、
こ
の
説
明
に
値
す
る
よ
う
な
業

績
を
私
が
あ
げ
て
い
る
と
は
思
っ
て
お
り
ま
せ
ん
が
、
こ

れ
ま
で
の
教
育
・
研
究
、
社
会
活
動
を
評
価
し
て
頂
け
た

こ
と
は
、
身
に
余
る
光
栄
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

選
考
委
員
会
に
よ
る
私
の
功
績
概
要
に
は「
生
態
系
管
理

学
の
分
野
に
お
い
て
、
森
林
、
河
川
、
湿
地
等
の
さ
ま
ざ
ま

な
生
態
系
で
構
成
さ
れ
る
流
域
に
焦
点
を
当
て
て
研
究
を

行
い
、
洪
水
や
山
崩
れ
な
ど
の
地
表
変
動
撹
乱
は
、
生
態

系
の
維
持
機
構
と
し
て
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
こ

と
を
明
ら
か
に
す
る
と
と
も
に
、
流
域
内
の
生
態
系
の
相
互

作
用
を
解
明
し
た
。
こ
れ
を
も
と
に
、
生
物
種
と
生
息
環

境
を
基
準
に
し
た
生
態
系
評
価
と
復
元
の
方
法
を
確
立
し
、

こ
れ
が
日
本
の
森
林
、
河
川
、
湿
地
の
管
理
指
針
と
し
て
定

着
す
る
な
ど
、
斯
学
の
発
展
に
貢
献
し
た
。」と
あ
り
ま
す
。

こ
れ
ま
た
過
分
な
評
価
で
は
あ
る
の
で
す
が
、
個
別
生
態

系
に
集
中
し
て
研
究
す
る
よ
り
も
、
森
林
と
河
川
の
相
互

作
用
系
な
ど
、
生
態
系
の
つ
な
が
り
に
注
目
し
て
研
究
し
て

き
た
私
に
と
っ
て
は
、
大
変
あ
り
が
た
い
評
価
で
し
た
。

　

か
つ
て
の
理
水
砂
防
学
や
森
林
計
画
学
を
発
展
さ
せ
、

新
た
な
時
代
の
要
請
に
応
え
る
べ
く
、“
生
態
系
管
理
学
”

が
必
要
で
あ
る
と
、
今
か
ら
15
年
く
ら
い
前
に
思
っ
て
い

ま
し
た
。
同
時
に
、
日
本
が
戦
後
の“
オ
ー
バ
ー
ユ
ー
ス
”

時
代
か
ら“
ア
ン
ダ
ー
ユ
ー
ス
”時
代
に
突
入
し
た
と
感
じ

て
い
ま
し
た
。
日
本
の
総
人
口
は
、
将
来
、
急
激
に
減
少

し
、2
0
5
0
年
に
は
1 

億
人
を
割
り
ま
す
。
北
海
道
道

東
地
域
の
人
口
は
、2
0
3
5
年
ま
で
に
４
割
程
度
減
少
し

ま
す
。
日
本
の
多
く
の
中
山
間
地
や
里
山
は
限
界
集
落
と

な
り
、
将
来
は
消
滅
集
落
と
な
る
で
し
ょ
う
。

　

戦
争
や
国
土
開
発
に
よ
っ
て
山
地
が
荒
廃
し
、
禿
山
や

河
床
上
昇
に
伴
う
土
砂
・
洪
水
災
害
が
頻
発
し
た
戦
後
と

く
ら
べ
て
、
国
土
が
緑
で
覆
わ
れ
人
口
増
加
が
止
ま
っ
た

現
状
で
は
、
森
林
・
林
業
分
野
が
担
う
役
割
は
異
な
っ
て

く
る
は
ず
で
す
。
ま
た
、
将
来
の
人
口
減
少
と
高
齢
化
は
、

経
済
活
動
や
公
共
事
業
投
資
に
も
大
き
な
影
響
を
与
え
る

で
し
ょ
う
。
こ
う
し
た
未
来
像
と
、
近
年
の
河
床
低
下
、

河
川
の
樹
林
化
を
考
え
れ
ば
、“
水
系
の
観
点
か
ら
”防
災

施
設
を
配
備
し
て
土
砂
生
産
を
抑
え
た
り
、
崩
壊
地
を
緑

化
す
る
必
要
性
は
薄
れ
て
き
て
い
ま
す
。
今
後
は
、
崩
壊

地
を
土
砂
の
供
給
資
源（
リ
ソ
ー
ス
）と
し
て
捉
え
直
す
必

要
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　

一
方
で
、
日
本
の
外
材
依
存
が
い
つ
ま
で
も
可
能
で
あ

る
と
は
思
え
ま
せ
ん
。
近
年
、
中
国
木
材
需
要
の
急
増
、

ロ
シ
ア
原
木
輸
出
の
制
限
な
ど
で
、
日
本
の
木
材
価
格
も

上
昇
し
、
人
工
林
の
大
面
積
皆
伐
が
実
施
さ
れ
、
社
会
問

題
に
な
り
ま
し
た
。
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
に
よ
り
一
旦
は

下
火
と
な
り
ま
し
た
が
、
新
興
国
の
経
済
発
展
は
著
し
く
、

国
際
市
場
に
お
け
る
木
材
資
源
の
枯
渇
お
よ
び
価
格
の
高

騰
は
、
避
け
ら
れ
な
い
と
思
わ
れ
ま
す
。
戦
後
と
同
じ
轍

を
踏
ま
な
い
た
め
に
も
、
ど
の
森
林
資
源
を
い
か
に
収
穫

し
、
ど
の
資
源
を
残
す
の
か
慎
重
な
対
応
が
必
要
で
あ
る

と
思
い
ま
す
。

　

人
間
の
撤
退
に
伴
う
竹
林
・
放
棄
人
工
林
の
拡
大
、
野

生
動
物
と
の
軋
轢
も
気
に
な
り
ま
す
。
今
後
は
、
野
生
動

物
管
理
を
含
め
た
生
物
多
様
性
の
保
全
と
森
林
生
態
系
の

機
能
発
揮（
生
態
系
サ
ー
ビ
ス
）を
ト
ー
タ
ル
に
管
理
で
き

る
技
術
が
必
要
と
さ
れ
る
で
し
ょ
う
。“
み
ど
り
の
学
術

賞
”を
受
賞
し
た
今
、
こ
う
し
た
社
会
・
自
然
レ
ジ
ー
ム

の
変
化
を
見
据
え
て
、
研
究
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
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平
成
17
年
、
日
本
森
林
学
会
賞
受
賞
。

平
成
21
年
、
生
態
学
琵
琶
湖
賞
受
賞
。

平
成
23
年
、
尾
瀬
賞
受
賞
。

平
成
24
年
、
第
６
回
み
ど
り
の
学
術
賞
受
賞
。

森
林
、
河
川
、
湿
地
、
湖
沼
な
ど
、
流
域
の
環
境
保
全
に

関
す
る
研
究
に
よ
っ
て
、
荒
廃
し
た
水
辺
環
境
の
修
復
に

貢
献
し
、
国
際
的
に
高
い
評
価
を
得
て
い
る
。
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